
手全
一制
購
敵
功
勢
者

蔵
謝
状
・購
塁
式

六
三
制
学
校
施
成
功
努
者
に
対

じ
患
謝

状
貯

皇
式

が

三

月

三

十

一

木
廣
小
学
校

復
奮
工
事
決
定

妻
登

一月
十
三
日
茨
、
放
人
の

の
災
害
を
受
け
た

の
復
薔
に
つ
い
て
区

へ
一弊
一
岬
を

都
よ
り
の
予
算
化

が
決

ま

つ
た

の
で

三

月

の
定

例

区

日
、
区
役
町
議
事
堂
で
峯
行
さ
れ

た
、
感
謝
状
暇
呈
者
は
三
二
四
名

（
一
般
功
勢
者

一
五
五
名

都
註
五
名
、
区
議
四
四
名

業
者
ユ
０
名
）
で
戦
後
に
若

け
る
荒
緩
せ
る
祗
会
状
勢

と
窮
乏
せ
る
財
政
事
前
の

下
に
も
拘
ら
す
六
三
制
施

設
荘
術
の
多
大
な
困
難
と

克
服
し
そ
の
目
的
完
途
に

努
力
さ
れ
た
特
に
功
梗
顧

著
な
も
の
を
詮
衡
委
員
会

に
た
て
選
ん
だ
も
の
で
、
当
日
は

区
長
か
ら
は
謝
状
お
よ
び
記
念
品

が
憲
ら
れ
た

忍
橋
（
川
端
町
）

復
書
工
事
完
成

さ
き
に
千
和
僑

（搭
振
一
四
三

米
、
巾
員
九
米
）
の
袖
彊
、
敷
板

取
蕃
復
菩
工
事
が
完
成
さ
れ
た
の

に
引
統
き
本
田
川
瑞
町
の
忍
橋
復

害
工
事
が
完
成
し
た
、
出
本

・
――．
つ

た
忍
橋
は
橋
ｋ
五
米
四
〇
、
総
巾

員

一
八
米

（車
道
巾
員

一
一
米
、

歩
道
三
米
Ｉ
Ｏ
雨
側
）
で
経
年
の

た
め
宵
朽
し
て
居
た
も
の
を
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
と
し
交
通
量
の

増
大
に
耐
え
る
様
に
し
た
も
の

澁

注

小

學

校
　
水
Ⅲ
澁
江
町

一
部

嘉
飾
匡
役
所
第
二
出
張
所
　
　
水
出
木
根
川
町

水

田

小

學

校
　
六
川
川
端
町

一
部
，
本
田
原
町
、
市
立
茄
町

上
不
井

　

″
　
　
　
上
卒
井
町
、
■
小
松
町

小
松
小
學
校
宙
校
舎
　
下
小
松
町

一
部
、
千
井
中
町

小
松
小
學
校
新
校
舎
　
下
小
松
町

一
部

奥

戸

小

學

校
　
奥
″
本
町
．
奥
戸
新
町
、
細
Ｈ
町

高

砂
　
　
〃
　

　

高
砂
町
、
諏
訪
町

柴

災
　
　
″
　
　
　
鎌
空
町
、
染
又
町

金

町

小

學

校
　
令
町

】
丁
日
、
匹
丁
目

一
部

牛

川
　
　
〃
　
　
　
金
町
凶
丁
日

一
部
、
金
町
五
、
六
丁
Ｈ

三
襲
利
不
吼
内
倉
“
　
４
町
二
、
〓
丁
日

水

元

小

學

校

弊
卯
掛
略
Ⅶ
鋏
綽
毅
叫
中
心
死父
転
町

新
イ‐十
町

一
、
二
、
五
丁
日

新
宿
町
三
、
日
丁
日

ｉｌ‐戸
町
三
、
三
丁
目
、
亀
有
町
〓
丁
Ｈ
一
部

怖
品
費
、
需
用

一
千
六
百
六
高
円
余
を
以

て

る
こ
と
と
な
り
目
下
起
エ

研
究
家
の
根
助
を
得
て
昭

三
一
　
双

葉

中

學

使

≡

一

舌

戸

小

學

校

一
部
、
本
出
資
木
嫁
町

一
部
、
下
千

脚
丁
目

在
で
基
本
名
簿
を
作
製
し
、
他
に

此
の
名
簿
に
洩
れ
た
人
や
そ
つ
後

に
二
十
才
以
上
に
な
つ
た
人
、
居

任
期
Ｆｉｌ
が
三
ケ
月
以
上
に
な
つ
た

人
、
引
揚
げ
て
き
た
人
の
た
め
に

「柿
充
選
暴
人
名
簿
」
を
作
製
数

じ
ま
す
右
に
該
当
す
る
方
は

「補
充
選

峯
人
名
簿
」
縦
鷲
期
岡

令
期
日
は

四
頁
に
所
載
）
に
、
是
非
縦
覧
し

て
選
學
楢
の
確
認
を
す
る
事
が
大

切
で
す

で

い

る

韓 れ
'C

H
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区
て
は
地
方
自
治
法
の

施
行
と
共
に
区
民
の
区
政

に
対
す
る
関
心
が
深
ま
，
つ
ゝ
あ

る
の
で
売
師
Ｋ
の
過
去
の
足
跡
と

尭
人
の
獄
業
を
ネ
ら
か
に
し

併
せ
て
Ⅸ
の
現
勢
を
一
般

に
知
ら
せ
た
い
と
粘
修

「葛
飾
区
史
し
々
刊

行
し
た
、
今
回
の
新

修

「再
飾
区
史
」
は

区
長
窒
が
主
管
と
な

り
区
役
所
各
課
，
各

官
庫
、
葛
怖
史
談
ム

そ
の
他
Ⅸ
内

の
務
■
史

全
六
月
責
料
蒐
柴
、
原
稿
執
筆
以

本
努
力
を
重
ね
て
此
の
二
月
末
完

成
し
た
Ｌ
の
で
Ａ
５
版

一
千
一
百

余
頁
で
各
ｍ
の
凸
版
、
鳥
員
や
資

料
が
集
録
さ
れ
て
い
る

区
議
会
議
良
選
纂
と
都
知
事
、
区

長
選
峯
の
別
が
あ
り
ま
す
、
自
分

た
ち
に
代
つ
て
仕
事
を
き
め
て
も

ら
う
代
表
を
遭
然
の
が
都
議
会
議

員
や
区
議
会
議
員
の
選
峯
で
、
こ

の
議
員
が
決
め
た
こ
と
を
蕉
際
に

や
つ
て
く
れ
る
人
を
選
ぶ
の
が
都

知
事
や
区
長
の
選
暮
で
す

投
票
の
心
構
え

こ
の
様
に
選
學
は
自
分
の
代
表

者
を
選
ぶ
つ
で
す
か
ら
そ
の
結
果

は
よ
い
こ
と
も
悪
い
こ
と
も
直
接

間
接
に
自
分
自
身
の
生
活
に
全
部

ひ
ゞ
い
て
不
ま
す

ど
の
候
補
者
を
選
ん
で
投
票
す

る
力、
は
慎
重
に
考
え
な
く
て
は
な

り
■
せ
ん
、
ま
づ
第

一
に
自
分
の

信
頼
の
出
茶
る
人
、
そ
れ
か
ら
人

格
議
■
の
高
い
人
、
公
共
の
驀
に

奉
仕
出
本
る
人
、
抱
負
経
り
ｔ
の

豊
か
な
人
、
意
志
が
張
く
実
行
力

の
あ
る
人
が
望
ま
し
い
代
表
で
す

あ
く
ま
で
自
分
の
自
由
な
意
志

と
信
念
に
従
つ
て
候
補
者
を
選
択

ご
一　
亀

有

幼

稚

園
　
地
有
町
四
丁
日
、
鑓
有
町
五
丁
目

一
部

一
四
　
〓
陸
ベ
イ
ン
ト
性
式
會
に
　
亀
有
町
木
丁
目

一
五
　
道

上

小

畢

校
　
蜘
脳
Ｗ
卜
膚
唯
丁
Ｈ
、
二
丁
目
一
部
、
工
丁
日

〓
（
　
市
維
瀬

　

″　
　
　
下
千
襲
町

一
部
、
小
菅
町

一
部

一七
　
都
立
注
藝
高
校
下
千
工
分
校
　
土
千
琉
町

一
部
、
下
千
二
町

一
部

一八
　
綾

瀬

中

學

校
　
小
菅
町

一
部

一九
　
小
今
野

小
摯

校
　
小
谷
野
町

〓
○

朔

切

小

學

校

加
叫
町

和
二
十
五
年
十
月
事
業
着
手

茶
る
四
月
二
十
三
日
に
は
葛
飾
区
長
と
区
議
会
議
員

（葛
帥
区
定
員

四
十
四
名
）
の
選
峯
、
続
い
て
一
週
間
後
の
三
十
日
に
は
都
知
事
と

都
議
会
議
員

（葛
飾
区
定
員
五
な
）
の
選
峯
が
行
は
れ
ま
す
ｏ
私
達

の
代
表
と
し
て
信
機
す
る
に
足
る
公
正
で
畿
見
の
高
い
立
派
な
人
格

の
持
主
を
奨
び
ま
し
よ
う
ｏ

本
る
四
月
二
十
三
日
に
は
葛
飾

区
長
と
区
議
会
議
員
同
じ
く
三
十

日
に
は
都
知
事
と
都
議
会
議
員
の

選
基
が
行
は
れ
ま
す
、
こ
れ
ら
の

地
方
選
峯
は
直
接
都
内
区
市
町
村

民
の
日
常
生
活
に
密
接
な
つ
及
が

り
を
も
つ
ば
か
っ
で
な
く
我
が
國

民
主
政
治
の
来
路
を
築
き
あ
げ
る

重
要
な
役
割
を
も
つ
ヽ
の
で
す

地
方
自
治
制
度

第
二
回
目
の
選
撃

こ
の
選
峯
は
昭
和
三
十
二
年
四

月
以
茶
四
年
ぶ
り
の
こ
と
で
、
こ

れ
は
自
分
た
ち
の
住
ん
で
い
る
土

地
腹
自
分
た
ち

一
人

一
人
が
責
任

者
と
な
つ
て
そ
の
上
地
を
よ
く
し

生
活
の
向
上
に
妨
め
る
べ
き
で
す

が
自
分
に
は
職
業
ゃ
家
葉
が
あ
り

専
門
に
や
る
わ
け
に
行
か
な
い
た

め
自
分
に
代
つ
て
や
つ
て
も
ら
う

人
を
選
ぶ
の
が
比
の
選
手
で
す

儀
員
と
首
長

し
力、
し
同
じ
滅
畢
で
も
都
議
会

不
在
若
投
票
に
つ
い
て

新
修
「
葛
飾
区
史
善
死
成

区

の
現

勢

も
併

記

四
年
ぶ
り
の
地
方
選
撃

―
■|■!|!■■
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い
〇

一

搬
【
萱

小
一肪

二

　

い町

〓

衣

　

（
必
す

投
‐
票

致

し

ま

せ

う
）

末
る
四
月
二
十
〓
門
に
は
斑
飾
１１ｌ
ｋ
と
匡
議
會
議
武
の
選
挙
　
一二
十
日
に
は
都
知

事
と
＝
譲
０
機
貰
の
選
撃
が
行
は
れ
ま
す
。

葛
飾
圧
選
挙
竹
理
委
員
會
で
は
前
個
よ
り
も
技
翼
所
を
重
ヶ
所
増
加
し
、　
三
十
三

ヶ
所
の
投
票
所
を
設
置
蚊
し
ま
し
た
。

投
葉
碇
　
　
姓
物
名
釉
　
　
　
　
　
　
匡
　
　
　
　
　
　
　
　
毅

一　
葛
飾
匡
役
所
説
た
　
本
田
中
原
町
、
本
日
立
石
町

一
部

一一　
再

飾

小

撃

校
　
水
劇
土
石
町

一
部
、
本
田
淡
之
須
町

〓
一　
本

田
　
　
″
　
　
　
略
判
訓
端
町

一
部
、
太
出
町

一
部
、
本
田
立
石

四
　
朽

Ｈ
　
　
″
　

　

水
出
町

一
部
、
水
日
梅
出
町

五
　
四
ッ
木

　
″
　
　
　
沐
嘲
器
縮
町
、
本
田
四
ッ
木
町

一
部
、
本
田
澁

六
四来
中
騒
校
燃製
縦
型
願
輪
締附
触
鞘

七八九
一
〇
一
一
一
三
一
一一一

「
山
一
重
一
工（

一
七
一
人
一
九

一
〇
三一
三

す
る
こ
と
が
大
切
で
す

選
學
擢
の
確
認

こ
の
大
切
な
選
學
柑
は
法
律
に

よ
つ
て
年
令
が
二
十
才
夙
に
の
日

本
人
で
同
じ
市
町
村
に
三
ケ
丹
以

上
位
ん
で
い
る
事
と
そ
の
住
ん
で

い
る
市
町
村
の
選
學
件
理
委
員
会

の
選
奉
人
名
簿
に
自
分
の
名
前
が

の
つ
て
い
る
事
の
二
つ
の
体
件
が

な
い
と
投
票
出
茶
査
せ
ん

こ
の
た
め
昨
年
九
月
十
五
日
現

止
む
を
得
な
い
理
由
の
た
め
投

票
す
る
事
が
で
き
な
い
選
審
人
の

た
め
に
（
在
け
票
の
制
度
が
わ
り

前
も
つ
て
投
票
を
す
ま
せ
る
こ
と

が
出
出
ま
す

０
本
区
以
外
の
土
地
で
手
ば
な
せ

な
い
職
務
に
従
事
す
る
こ
と
が

あ
ら
か
し
め
分
つ
て
い
る
場
合

は
上
司
又
は
事
業
主
の
証
明
書

に
よ
り
区
選
季
管
理
委
員
会
で

投
票
出
茶
ま
す

◇
止
む
を
得
な
い
用
務
又
は
事
故

．
の
た
め
旗
行
中
で
あ
つ
た
り
他

の
土
地
に
滞
在
中
で
あ
る
場
合

は
、
や
は
り
上
司
又
は
事
業
主

の
証
明
書
を
つ
け
て
選
峯
権
の

あ
る
選
手
管
理
委
員
会
に
投
票

用
紙
を
請
求
し
て
狭
行
先
、
滞

在
中
の
市
町
村
の
選
峯
管
理
委

員
会
で
投
票
す
る
こ
と
が
出
茶

ま
す

（
こ
の
場
合
、
用
紙
の
話

求
か
ら
、
そ
の
用
機
が
手
も
と

に
層
く
芸
で
往
復
の
郵
便
に
日

数
が
か
ヽ
り
ま
十
か
ら
充
分
余

裕
を
み
て
下
さ
い
）

◇
病
気
、
負
傷
，
姫
娠
、
不
臭
の

た
め
歩
行
が
音
し
く
困
難
な
場

合
も
医
師
や
産
婆
の
証
明
で
病

院

（特
に
指
定
ｔ
て
あ
る
）
で

も
自
宅
で
も
投
票
が
出
不
ま
す

こ
の
場
合
は
区
選
４
管
理
委
員

会
に
投
票
用
紙
を
計
求
し
ま
す

◇
刑
務
所
や
少
年
院
の
中
で
も
投

票
す
る
こ
と
が
出
茶
る
よ
う
に

な
つ
て
居
り
♯
す

衛
身
体
の
故
障
又
は
文
盲
に
よ
り

自
ら
帳
補
者
氏
名
を
記
載
出
本
な

い
選
學
人
は
投
票
管
理
者
が
投
票

立
会
人
の
意
見
″
き
ヽ
選
任
サ
る

者
に
よ
つ
て
、
代
理
機
棄
が
出
本

衰
す（
こ
の
場
合
は
投
票
所
で
行
う
）

鉦 佐 新

苦 吉 ィ百

Ｉ
十
二
町

ヰ
町

一
，■

古
戸
町

一


